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千葉市地域公共交通活性化協議会 

地域公共交通部会 第 6 回運賃分科会 議事録 

 

１ 日 時 令和７年１０月２９日（水）９時３０分～９時５０分 

２ 場 所 千葉市役所本庁舎高層棟 ４階 L会議室４０１ 

３ 出席者 ≪委員≫６名（代理出席０名） 

大塚成男委員、菅井規委員、石橋徹委員、清原彰一委員、牧添豊海委員、川本幸立委員 

      （欠席者：石井信久委員） 

 ≪事務局≫ 

   石野信一課長、長瀬智洋課長補佐 

 

４ 議事次第 

１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 議題 

第１号 緑区高津戸町地区デマンド型交通の運賃について 

５ 閉会 

 

５ 配付資料 

・次第 

・委員名簿 

・座席表 

・資料１ 緑区高津戸町地区デマンド型交通の運賃ついて 

・資料２ 意見募集の結果について 

・参考資料１ 千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱 

・参考資料２ 千葉市地域公共交通活性化協議会地域公共交通部会運賃分科会設置規程 

 

６ 議事の概要 

（１）議題第１号 緑区平山町デマンド型交通社会実験の運賃について、賛成全員で承認された。 
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＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

お集まりになりましたので、これより千葉市地域公共交通活性化協議会地域公共交通部会第 6回運賃分

科会を開催いたします。本日は大変お忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。本日

の司会進行を務めます、交通政策課の長瀬です。よろしくお願いいたします。 

それではまず、お手元に配布してございます資料の確認を行います。まず初めに「次第」、「委員名簿」

「座席表」、「資料１ 緑区高津戸町地区デマンド型交通の運賃について」、「資料２ 緑区高津戸町地区

デマンド型交通の運賃に関する意見募集結果」、「参考資料１ 千葉市地域公共交通部会設置要綱」と、

「参考資料２ 千葉市地域公共交通活性化協議会地域公共交通部会運賃分科会設置規程」でございます。

不足はございませんでしょうか。 

本日は委員 7名のうち 6名の出席となり、千葉市地域公共交通活性化協議会設置条例第 9条第 5項にお

いて準用する同第 7条第 2項により、本会議は成立していることをご報告申し上げます。 

 

２ 分科会長挨拶 

【事務局】 

それでは始めに、当分科会の会長である熊本学園大学大学院会計専門職研究科教授、大塚成男様よりご

挨拶を頂戴します。お願いいたします。 

 

【大塚分科会長】 

はい、おはようございます。分科会の会長を務めております大塚です。よろしくお願いいたします。一

言ご挨拶申し上げます。 

この分科会は、目的が運賃の検討ということになるわけですが、公共交通と言っても、どうしてもやは

りコストはかかりますので、その部分を利用者の方に負担していただかざるを得ません。ただ、やはり

市が行う、つまり公共部門が行う交通ですので、民間と違って決して運賃だけで全てを賄うというわけ

ではないとは思います。 

ですので、やはり地域の方々にはご協力いただいて、そうでないと使わない人たちが負担することにな

りますので、ある程度の負担はしていかないといけないですが、それがやはり過大なものになってもい

けないであろうと、そういうことでございます。今回、原案が出てまいりますので、その運賃の水準に

ついて、是非率直なご意見をいただければという風に思っております。よろしくお願いいたします。 

 

３ 委員紹介 

【事務局】 

ありがとうございました。続きまして、当分科会の委員をご紹介いたします。 

 

国土交通省関東運輸局千葉運輸支局、主席運輸企画専門官、菅井規様。 

株式会社鹿野西岬タクシー取締役、清原彰一様 

高津戸町交通運営委員会会長、牧添豊海様 

大椎台交通対策協議会会長、川本幸立様 

千葉市都市局都市部部長、石橋徹 

でございます。 
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下大和田町・上大和田町代表、下大和田町内会会長、石井信久様でございますが、本日欠席との連絡を

受けております。 

 

【事務局】 

それでは、これからの議事進行につきましては、大塚会長にお願いしたいと思います。大塚会長、よろ

しくお願いいたします。 

 

４ 議題 第１号 緑区高津戸町地区デマンド型交通の運賃について 

【大塚分科会長】 

はい。それでは、次第に従いまして進めてまいりたいと思います。議題についてですが、その第 1 号、

緑区高津戸町地区デマンド型交通の運賃について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

はい。それでは改めまして、ご説明をさせていただきます。資料 1「緑区高津戸町地区デマンド型交通

の運賃について」をご覧ください。 

 

令和 7年 9月 3日に開催しました第 9回地域公共交通部会におきまして、緑区高津戸町地区での取り組

み状況や高津戸町コースの本格運行への意向をご説明させていただき、今後の進め方についてご承認い

ただきました。その後、本格運行へ移行する高津戸町コースの運行事業者が決定しまして、運行事業者

から提案された運賃、及び地域の協議会にて協議し決定した運賃が同額でありましたことから、道路運

送法第 9条第 5項の規定に基づく意見照会を 10月 9日から実施いたしました。 

本分科会は、意見照会等の結果をご説明させていただき、緑区高津戸町地区でのデマンド型交通の運賃

についてご審議いただきたいと考えております。 

それでは、目次に記載しております 4つの項目について説明してまいります。ページ番号につきまして

は、目次の次のページから右上に記載しておりますのでご確認ください。 

 

1ページ目をご覧ください。 

初めに、今回運行事業者様に申請していただく道路運送法の手続きについてご説明します。 

デマンド型タクシーは、千葉市地域公共交通計画に位置づけた支え合い交通の導入に向けて、公共交通

不便地域における施策検討のモデル地区として緑区高津戸町を選定し、地域と協議し、運行計画を作成

し、当部会において協議を調え、令和 5年 3月から運行をしております。 

当時は、デマンド型タクシーが地域住民のニーズに合うか、また長期的な運行ができるか不透明であっ

たことから、社会実験として一時的な需要を把握するために道路運送法第 21 条に基づく運行の許可を

取得し、運行計画の変更や区域を拡大しながら現在まで運行してきております。 

なお、道路運送法第 21 条に基づく運行許可につきましては、自治体からの要請で 3 年間まで認められ

るとされており、高津戸町地区におけるデマンド型の乗合タクシーは令和 8年 2月までとなっておりま

す。 

 

2ページ目をご覧ください。 

今回、道路運送法第 21 条での運行が期限を迎えてしまうこと、また前回の当部会においてご説明させ

ていただいた通り、高津戸町コースは社会実験を通して、持続的な運行に必要な一定の利用者が見込め、
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デマンド型タクシーの長期的な運行が見込めることから、運行事業者様には道路運送法第 4条の一般乗

合旅客自動車運送事業の許可を取得し、運行していただく予定となっております。 

なお、今回の手続きにより高津戸町地区で運行している 3コースは道路運送法第 4条の運行と切り替わ

りますが、高津戸町コースにつきましては、今回の切り替えと同時に、前回の本部会でご承認いただき

ました本格運行とします。 

他の 2コースにつきましては、令和 6年 4月からの約 1年 6ヶ月の運行であり、引き続き地域のニーズ

に合うか運行分析をした上で、本格運行への移行を判断したいと考えておりますことから、令和 8年度

も社会実験を継続していきたいと考えております。 

 

3ページ目をご覧ください。 

運賃を決定するデマンド型交通の概要についてご説明します。まず、高津戸町コースについてですが、

運行形態は乗降ポイントを設定した定時型とし、利用者からの事前予約に基づく区域運行といたします。 

走行する車両は 4人乗りのタクシーとし、セダン型もしくはユニバーサルデザイン型のタクシーにて運

行を予定しております。運行日は週 2日の月曜日と金曜日、運行ルート及び便数は 1日 7便、行き 3便、

帰り 4便となっております。 

利用方法は原則、前日 17 時までの電話予約が必要となります。なお、今回本格運行となる高津戸町コ

ースについては、利用登録不要とします。運賃につきましては、道路運送法第 9条 4項に規定する本運

賃分科会において協議し、決定とします。 

その他としまして、乗降についてはスライド右側の地図上に示す乗降ポイントとし、移動は乗降ポイン

ト間とします。なお、あすみが丘市街地における施設間のみの乗降は、路線バスとの重複区間となるこ

とから不可としております。 

 

4ページ目をご覧ください。 

次に、下大和田町・上大和田町コースについてご説明します。運行形態は高津戸町コースと同様になり

ます。走行する車両につきましても高津戸町コースと同じでございます。 

運行する曜日ですが、週 2日の水曜日と土曜日、運行ルート及び便数は 1日 4便、行き 2便、帰り 2便

となっております。 

利用方法は、原則前日 17 時までの電話予約が必要となりまして、予約においては事前の利用登録が必

要となります。運賃については、道路運送法第 9条第 4項に規定する本運賃分科会において協議し決定

することといたします。 

乗降につきましては、スライド右側の地図上に示す乗降ポイントとしまして、移動は乗降ポイント間と

します。なお、あすみが丘市街地における施設間のみの乗降は、路線バスの重複区間となることから不

可とします。 

先ほど説明が漏れてしまいましたが、高津戸町コースにつきましては、本格運行への切り替えと共に、

地元からも要望がありました利用登録を不要としまして、下大和田町・上大和田町コース、この後説明

させていただく大椎台・大木戸台コースについては、社会実験期間中ということもありますし、詳細の

分析を行いたいというところから、利用登録が必要という形で整理をさせていただきたいと考えており

ます。 

 

5ページ目をご覧ください。 

次に、大椎台・大木戸台コースについてご説明します。運行形態、走行する車両につきましては、先ほ
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どご説明したコースと同様となっております。 

運行日は週 2日の火曜日と土曜日となります。運行ルート及び便数は 1日 6便、行き 3便、帰り 3便と

なっております。 

利用方法、運賃につきましては、先ほど説明したものと同じ内容となっております。 

乗降については、スライド右側の地図上に示す乗降ポイントとしまして、移動は乗降ポイント間といた

します。あすみが丘市街地における施設間のみの乗降については、路線バスの重複となるから不可とし

ております。 

 

6ページ目をご覧ください。 

高津戸町コースの本格運行への切り替えに伴いまして、新たに運行事業者の選定を行いました。その結

果をスライドに示しております。 

事業者は株式会社鹿野西岬タクシー様になります。運行事業者の選定につきましては、市内のタクシー

事業者様に事業者選定の参加意向の確認を行いました。その中から参加表明がありました運行事業者は、

1 社の鹿野西岬タクシー様のみであったことから、高津戸町コースの運行事業者は鹿野西岬タクシー様

に決定といたしました。 

なお、下大和田町・上大和田町コース及び大椎台・大木戸台コースにつきましては、社会実験を継続す

ることから、引き続き千葉市と事業者様における契約を行ってまいりたいと思っております。 

 

7ページをご覧ください。 

次に、運賃決定までの手続きについてです。令和 7年 9月 3日に実施しました第 9回地域交通部会にお

いて、緑区高津戸町地区における高津戸町コースの本格運行への切り替え及び今後の進め方についてご

承認をいただきまして、9月より運行事業者の選定手続きを開始いたしまして、9月 18日に決定となり

ました。 

道路運送法第 4条での運行に伴いまして、改めて本事業での運賃を決定するために、10月 9日から交通

政策課ホームページにおいて、運賃案に対する意見募集を行いました。意見募集期間は 10月 15日正午

までとしまして、意見の提出につきましては、交通政策課に直接持参、または郵送、ファックス、電子

メールのいずれかで行いました。 

結果としまして、意見はありませんでした。募集期間等の詳細については資料 2に整理してございます。

後ほどご確認をお願いいたします。 

本日 10月 29日、この第 6回運賃分科会において運賃を決定し、この後 10時から開催する第 10回地域

公共交通部会において運行計画案についてご承認いただければ、年明けの令和 8年 1月中旬からの運行

開始が可能となるものでございます。 

 

8ページをご覧ください。 

今回決定する運賃についてです。運賃は大人 500円、小学生以下 250円でございます。障害者割引とし

まして、手帳をお持ちの方については 5割引の大人 250円といたします。 

また、利用促進策の一つとしまして、250円 24枚綴りの回数券を 5,000円で販売していきたいと考えて

おります。なお、画像は現在使用している回数券となります。 

 

最後に 9ページをご覧ください。 

今後のスケジュールをお示しております。現在はスケジュール表の真ん中、赤破線でお示しした位置に
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なります。運賃分科会、地域交通部会の欄の 10月になっております。 

本部会において、道路運送法第 4条の運行に向けた申請内容についての協議が調いましたら、速やかに

申請の手続きを行いますので、道路運送法第 4条の運行に切り替わるのは、令和 8年 1月中旬頃からを

予定しております。 

なお、社会実験として実施する下大和田町・上大和田町コース及び大椎台・大木戸台コースにつきまし

ては、引き続きアンケートの実施や運行分析を行いながら、地域のニーズに合わせて運行計画の見直し

を行いたいと考えております。 

また、令和 9年度以降につきましては、本格運行への移行、もしくは社会実験の継続や終了などについ

て、利用動向などから分析し、検討してまいりたいと考えております。計画の変更等が生じる場合につ

きましては、本部会に諮り協議をさせていただきますので、引き続きご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

 

説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

【大塚分科会長】 

はい、ありがとうございます。それでは、ただいまの事務局からのご説明について、ご質問、あるいは

ご意見等ありましたら、委員の方からお願いしたいと思います。石橋委員、お願いいたします。 

 

【石橋委員】 

はい。この内容について、異論を唱えるつもりは全くないのですが、せっかくですので確認などさせて

いただければと思います。運賃について、意見募集ということで、これに対する正式な意見はなかった

というところなんですが、実際に地域でご利用になっている方の率直な運賃に対するご意見、その辺も

しよろしければお聞かせいただけますでしょうか。 

 

【大塚分科会長】 

はい。では牧添委員、お願いします。 

 

【牧添委員】 

はい。牧添です。この事業を始めた時に、500 円から実験をスタートしたわけですけども、最初は少し

高いかなという話が会議の中でもあったりしました。当初始めた頃は、乗る方が 1 ヶ月で 14 人ぐらい

とか、その程度でした。なので、値段が高いのかなとか、色々検討しながら来たんですけども、1 回利

用していただきますと、普通ですと一般タクシーだと 2,000円ぐらいかかるところが 500円で行けるの

で、「これは便利だな」ということが、だんだん回を重ねるごとに皆さんに認識をしていただきまして、 

アンケートでも、料金に対するクレームというか、「もっと安くしてほしい」という意見はだんだん減っ

てきました。やはり利用するごとに「500 円だったら、これで安心して乗れるな」という感じでありま

す。 

本格運行に向けて、もう少しみんなに盛り上げてたくさん乗っていただこうということで、半額キャン

ペーンを 9月に行ったんですけども、154人乗っていただいて、そのうち半額で乗った方というのは 33%

ぐらい、残りの 67%の方は、やはり通常の、半額ではなく 500 円の金額を払って普段通りに乗っていた

だいているということで、金額的に安くしたから乗るという雰囲気ではなくて、やはり利用してみて便

利だから乗るのだなという感覚の方が強くなったという感じを持っています。500 円だったら、皆さん
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本格運行になっても乗っていただけるのではないかなという感触を持っているところであります。 

 

【大塚分科会長】 

はい、ありがとうございます。 

 

【石橋委員】 

ありがとうございます。そういうことで、3 年間の社会実験を踏まえて、使わせていただいている方に

は、こういった方法が受け入れられたということだと思います。 

さらに、鹿野西岬タクシー様の方で回数券というところで、非常にお得なところも用意していただいて、

それが地域の方の負担感の軽減に繋がっていると思います。非常にいい取り組みだなと思っておりまし

て、ありがたいことだという風に感じております。私の方は以上です。 

 

【大塚分科会長】 

はい、ありがとうございます。地元の方の感覚としてもこれであればというお話も伺いましたし、事業

者の方にもかなり努力していただいているということですので、その点は今ご発言いただいて、事情は

分かったのではないかと思います。 

さて、その他何かご意見、ご質問等ありますでしょうか。よろしいですか。 

はい。それでは、特にご意見等ないようですので、お諮りをいたします。議題第 1号、緑区高津戸町地

区デマンド型交通の運賃について、承認することに賛成の方は挙手をお願いいたします。 

 

（挙手全員） 

 

挙手全員ですので、議題第 1号は原案通り承認いたします。 

 

この運賃分科会は協議の場ですので、事務局からの説明等で特にご意見等がないようでしたら、緑区高

津戸町地区デマンド型交通の運賃については協議が整ったということで、今後、分科会長名での証明書

を発行いたします。 

なお、この後 10時から予定されております第 10回地域公共交通部会にて、運行計画案についての協議

が調いましたら、合わせて運行事業者にて申請手続きを進められることになりますので、運輸支局様に

おかれましてはご対応よろしくお願いいたします。 

 

このほか、委員の皆様からご報告等はございますか。 

 

（報告なし） 

 

はい。それではないようですので、これをもちまして本日全ての議事事項が終了いたしました。それで

は進行を事務局にお返しいたします。ご協力ありがとうございました。 

 

５ 閉会 

【事務局】 

大塚会長、ありがとうございました。出席者の皆様、運賃決定についてのご審議ありがとうございまし
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た。 

以上をもちまして、千葉市地域公共交通活性化協議会地域公共交通部会第 6回運賃分科会を終了いたし

ます。この後、10 時から第 10 回地域公共交通部会を開催しますので、引き続きよろしくお願いいたし

ます。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 


